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○事業概要 （新規性、市場性等）
・北海油田での爆発事故を契機に、迅速・確実に脱出し離船できる手段が求められ、船舶の救命設備として開発された
のが「自由降下式救命艇」である。
・IMO(国際海事機関) において、2006年7月1日以降に建造され、かつ国際航海に従事する新造バルクキャリアに自由
降下式救命艇の搭載が強制化された。しかしこの規則には、艇体の要求性能は規定されているが、乗艇者の安全性
に関する基準は明確ではない。

・コア企業の㈱ニシエフは、救命艇のメーカーとして乗艇者に対する高い安全性を実証することを最優先して、連携メン
バーと共同で純国産の自由降下式救命艇を開発し、人間工学レベルで高い安全性と信頼性を有する艇体を完成する
ことができた。

・国際条約による当該救命艇搭載の強制化により、市場は大きく成長すると予想される。これまでの各種船舶の製造・販
売事業を通して築いた船会社(船主）や造船会社の信頼をベースに、販路拡大を目指す。

コア企業：（株） ニシエフ
（山口県下関市）

・自由降下式救命艇の開発・製造・販売

統括・開発・製造・販売

事業名：自由降下式救命艇システムの事業化

連携体の構成
事業推進体制

技術支援

地域 山口県下関市 認定日 平成２０年７月１５日 ６－２０－０３４

事業分類 製造（輸送機械） テーマ分類 その他

山口大学、山口県立大学、
山口県産業技術センター

①補助金
②特許料減免 等

支援予定メニュー

㈱関ヶ原製作所
（岐阜県不破郡）

・降下揚収装置の製造・販売
（ニシエフ製救命艇用）

自由降下式救命艇
全長７．２ｍ 全幅２．７４ｍ 定員３０名

船会社（船主）
造船会社

市場先

エフ・アール・ピー・サービス㈱

（大阪府大阪市）
・強化プラスチック成形技術支援
・原材料供給

製造・販売

衝撃緩衝座席の研究開発

成形技術

プロトタイプによる落下試験
（着水の瞬間）


